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	広告
	わたしたちの松本を再発見する旅
	~市民が“語れる誇り”を増やすための学びと体験プログラム～
	まつもと
	宿泊税活用事業

	城下町湧水めぐり
	半日ツアー
	イヤホンガイド
	学芸員ガイド
	飲み比べ体験
	松本市立博物館
	ご予約方法
	開催日
	9:00-12:00（8:50 松本市立博物館前 集合)


	松本市民
	対象者
	限定
	▲QRコードより
	申し込み


	定員
	料金


	¥1,000
	お一人様
	集合場所
	企画・実施
	（一社）松本観光コンベンション協会
	担当ガイド
	安曇野市生まれ信州育ち。
	信州大学人文学部比較哲学コース卒業。
	卒業後、同大学にて科目等履修生として
	学びを深め、学芸員資格を取得。
	現在はホテルブエナビスタに勤務し、
	フロント・客室業務を担当している。
	学芸員としての知見とホテリエとして
	培ったおもてなしの視点を生かし、
	地域の歴史や文化の魅力を伝えている。


	宮澤 久智 さん
	宿泊税活用事業
	松本市では2026年6月より市内の宿泊施設に
	ご宿泊のお客様から宿泊税をお預かりしています。
	この宿泊税は観光で得た収益を市民の皆様をはじめ、
	地域全体に広く還元するための取組にも活用しています。
	その一つが市民の皆様に松本市の魅力を
	再発見していただく、今回の市民限定のツアーです。



	行程
	9:00
	9:30
	11:00
	松本市立博物館　集合
	松本市立博物館正面入り口前に集合、
	受付・ツアーの説明を行います。
	松本市立博物館では、日本最大級のジオラマを用いて、
	松本の街の歴史を学びましょう。

	松本市立博物館　発
	さぁ、松本の街へ歩き出しましょう。
	水汲み用のボトルをお配り致します。
	源智の井戸をはじめとする
	市街地の湧水スポットを
	数か所巡ります。
	水汲み用のボトルを使い、
	湧水スポットその場で
	汲みたての水を
	飲んでみましょう。

	池上百竹亭　着
	水質の異なる3か所の湧水を利用し、
	「お茶の堤治」選 水出し緑茶で、飲み比べを行います。
	「東もん磯村」の上生菓子を添えて、おもてなし致します。
	日本の伝統を伝える和室と茶室、竹林の庭園からなる
	「池上百竹亭」にて。施設の解説も行います。

	12:00頃
	池上百竹亭にて解散
	歩く距離
	持ち物
	注意事項

	約2.7km
	ツアー時間

	約3時間
	（そのうち約1時間30分歩きます。）
	歩きやすい服装
	歩き慣れた靴
	飲み物（水汲み用のボトルは当日お渡し致します。）
	雨具（雨天時）



